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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 100 0.0 △832 － △835 － △837 －

2021年３月期第３四半期 100 － △770 － △770 － △773 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 △154.65 －

2021年３月期第３四半期 △171.63 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 1,441 1,362 94.5

2021年３月期 2,161 2,078 96.1

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 1,362百万円 2021年３月期 2,077百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 100 △66.7 △1,300 － △1,300 － △1,300 － △239.87

１．2022年３月期第３四半期の業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、四半期純損失であるため記載し

ておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 5,419,600株 2021年３月期 5,314,600株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 157株 2021年３月期 58株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 5,415,767株 2021年３月期３Ｑ 4,504,542株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.５「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計

方針の変更）」をご覧ください

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注

意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間における世界の医療業界では、新型コロナウイルスの広範囲な感染拡大によって、医薬品

製造に必要な物資の移動制限や、新薬開発における臨床試験の遅延などが続いております。パンデミックに対応す

るための抗ウイルス薬やワクチンの開発が、米国を中心として急速に進められ、ワクチン接種も同時に進められて

おりますが、オミクロン株の感染急拡大に伴い、各国において収束時期を見通すことが困難な状況が続いておりま

す。

　国内においては、秋から冬にかけて、夏場に全国各地で発令された緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置が解

除されるなど、経済活動及び社会生活が緩やかに回復傾向に向かっておりましたが、年明け以降、オミクロン株が

国内で感染拡大懸念として不安な状態が続いております。

　このような環境の下、当社では、がん患者の高齢化による治療への懸念や新薬の高額化による費用への不安が進

む中、経済的にも安心して家族のがん患者にも勧められる治療法を提供することを目指して、「モジュール創薬」

に基づく研究開発に取り組み、着実に臨床開発を前進させました。

　抗がん剤候補化合物DFP-10917は、米国における臨床第Ⅲ相試験の症例登録を進めました。ほとんどの医療機関

で新型コロナウイルス感染拡大による影響がでていますが、治験対象範囲の拡大や治験参加施設の拡大などの対応

により、臨床試験を継続しています。また、日本におけるライセンスパートナーの日本新薬㈱が国内の臨床第Ⅰ相

試験を開始しております。抗がん剤候補化合物DFP-14323は国内における臨床第Ⅱ相試験の症例登録を完了し、無

増悪生存期間と全生存期間を明らかにするための経過観察を継続しております。抗がん剤候補化合物DFP-17729は

国内における臨床第Ⅱ相試験の症例登録を完了し試験継続中であります。抗がん剤候補化合物DFP-11207は治験薬

の製造を行い、臨床第Ⅱ相試験の開始に向けて、新型コロナウイルス感染拡大の影響の少ない日本での実施検討を

継続しております。抗がん剤候補化合物DFP-14927は、米国において臨床第Ⅰ相試験を進め、第５段階の投与量レ

ベルまでの安全性が確認され、第６段階まで進んでいます。また、抗がん剤候補化合物DFP-10825は臨床第Ⅰ相試

験の開始に向けて、治験用原薬の製造並びに前臨床試験を実施しました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の事業収益は、日本ケミファ㈱とのライセンス契約によるマイルストーン収

入を取得したことに伴い100百万円となりました（前年同四半期と同額）。事業費用につきましては、開発パイプ

ラインの臨床試験における医療機関並びに症例数の増加、新たな臨床試験の準備を進めたことなどに伴い、932百

万円（前年同四半期比7.1％増）となりました。この結果、営業損失は832百万円（前年同四半期は770百万円の損

失）、経常損失は835百万円（前年同四半期は770百万円の損失）、四半期純損失は837百万円（前年同四半期は773

百万円の損失）となりました。

　なお、医薬品事業のみの単一セグメントであるため、セグメント別の経営成績を記載しておりません。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は1,441百万円となり、前事業年度末と比較して719百万円減少しまし

た。これは主として、現金及び預金が747百万円減少したことによるものであります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は78百万円となり、前事業年度末と比較し３百万円減少しました。こ

れは主として、未払法人税等が４百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は1,362百万円となり、前事業年度末と比較して715百万円減少しま

した。これは主として、新株予約権の行使等により資本金及び資本剰余金がそれぞれ61百万円増加したものの、四

半期純損失の計上により利益剰余金が837百万円減少したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2021年５月14日の「2021年３月期決算短信」で公表いたしました業績予想に変更はあ

りません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,088,612 1,341,458

その他 26,709 55,878

流動資産合計 2,115,321 1,397,337

固定資産

有形固定資産 41,594 40,348

無形固定資産 12 －

投資その他の資産 4,264 3,772

固定資産合計 45,871 44,121

資産合計 2,161,192 1,441,458

負債の部

流動負債

未払金 65,730 64,570

未払法人税等 15,219 10,835

その他 1,515 3,116

流動負債合計 82,465 78,522

負債合計 82,465 78,522

純資産の部

株主資本

資本金 3,291,042 3,352,327

資本剰余金 3,271,042 3,332,327

利益剰余金 △4,484,641 △5,322,169

自己株式 △126 △300

株主資本合計 2,077,315 1,362,185

新株予約権 1,411 750

純資産合計 2,078,727 1,362,935

負債純資産合計 2,161,192 1,441,458

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

事業収益 100,000 100,000

事業費用

研究開発費 654,407 683,456

その他の販売費及び一般管理費 216,475 249,337

事業費用合計 870,882 932,793

営業損失（△） △770,882 △832,793

営業外収益

受取利息 168 61

為替差益 304 －

その他 210 120

営業外収益合計 683 182

営業外費用

支払利息 43 －

為替差損 － 621

株式交付費 450 1,879

営業外費用合計 493 2,500

経常損失（△） △770,692 △835,111

税引前四半期純損失（△） △770,692 △835,111

法人税、住民税及び事業税 2,404 2,416

法人税等合計 2,404 2,416

四半期純損失（△） △773,096 △837,528

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

- 4 -

Delta-Fly Pharma株式会社（4598）　2022年3月期　第３四半期決算短信



（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第３四半期累計期間において、行使価額修正条項付新株予約権の権利行使により、資本金及び資本剰余金がそれ

ぞれ61,285千円増加し、当第３四半期会計期間末において、資本金が3,352,327千円、資本剰余金が3,332,327千円に

なっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており

ますが、繰越利益剰余金の当期首残高へ与える影響はありません。また、当第３四半期累計期間の損益に与える影響

もありません。

（追加情報）

　前事業年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の拡大や収束時期

の見通し等を含む仮定について重要な変更はありません。
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